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平成13年度京機会秋季大会開催のご案内

本大会を下記により開催いたしますので、ご出席下さいますようご案内申し上げます。

日

会

時 ：平成13年 11月9日（金） 15:00より

場：秋季大会：キャンパスプラザ京都偉：都中央郵便局西側、京都駅より徒歩1分）

京都市下京区西洞院塩小路下る TEL:075-353-9100 

http:/ /lvww. consortiunt or. jp/ center/about/index!. html 

見学会 ：京都駅ビルのビル管理システムの見学

懇親会 ：ホテルグランビア京都3F源氏の間

京都市下京区烏丸通塩小路下る TEL:075-344-8888 

秋季大会 ：(15:00~1s:oo キャンパスプラザ京都4F第 2講義室）

l. 開会挨拶 (15:00~15:30)

2. 技’講演会および質疑 (15:30~16 :45) 

「鉄道の高速化に伴う鉄道車両の空力特性と課題について」

西日本旅客鉄道株式会社神戸支社安全対策室室長代理

工学博士浜下伸也 (S61年卒）

3. 京都駅ビルのご紹介 (16:45~17:00)

4. 京都駅ビルの見学 (17:00~18:00) 

5. 閉会

懇親会： (18: 30~20: 00 ホテルグランビア京都3F 源氏の間）

会喪： 8,000円 （当日、同会場でお支払い下さい）

その他 ：

当日、 13:00よりリカレント教育講座を総会々場のキャンパスプラザ京都で開催いたします。

詳細は7ページをご覧下さい。

また、 希望される方は当日の午後からJR西日本の「梅小路蒸気機関車館」を無料で見学すること

ができます。「梅小路蒸気機関車館」は京都駅から市バスで「梅小路公園前」下車すぐ。（約 10分）

または、 JR嵯峨野線丹波口駅から徒歩 15分です。「梅小路蒸気機関車館」入り口で担当者に 「京機

会会員」である旨をお知らせ下さい。

準備の都合上、10月 30日ひ;)迄に同封のはがきにて出欠のご返事をお願いします。

・・・・・・・・・・""'""""'"'"""""''""'"""""""""'""""'"'"'""'""'"'"'"'"""'"'"'"'"'"'"""'"'"'"'"""""'""'""""'""""'"""'"""""'"""""'""""""'"""""''"'"'""""""'""""'"""'"""'"""""""'"""""""'""" 

春季大会懇親会の風娯
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今年度の京機会運営について

京都大学機械系工学会偉：機会）は、母校創立100周年の平

成9年秋、会則を改正し新体制を発足させ、21世紀元年の今

年、本会の第2世紀2年目を迎えましに本年度は、この伝

統ある京機会が新世紀も磐石な発展を遂げるよう新体制の基

盤を構築することを運営方針にしたいと考えております。

さて、京機会の現状を考えてみますと、

一つは、新体制発足以降京機会ニュースを発行し、 平成 10

年から会費納入をお願い致しまして満3年が経過しました。

そして、昨年は3年に一度の会員名策を発行しまして、活動

が一巡したことであります。

次に、新体制のもう一つの目玉であります支部創設も、関

西支部 • 関東支部に続き 、 今年度は中部支部、中国 ・四国支部

が設立され、主な支部が出そろったことであります。

三つ目は、会費の納入率でございますが、 10年度・11年度

会投が38%台に達したものの、過半数には達しませんで、12

年度・13年度会費は34%・26%に止まっております。

即ち、現時点は種々の意味で過度期にあると思われます。

そこで、今年度の課題と致しましては、

(1) まず財政でございますが、過去3年間の会計実績から会

挫 ・広告等の収入動向を把握すると共に、諸活動の経常支出

を算出致しまして、収入と活動のバランスの取れた健全財政

体制を構築することであります。ここで、会費納入率ですが、

上述の様に、12年度・13年度会野の納入率は伸び悩みの状態

であります。その動向 ・要因を把握 ・検討いたしまして、過

半数以上を目標に向上を固る必要があります。

(2) 次に支部につきましては、四つの支部は設立できました

が、支部は地域集会活動を基本としますので、これら支部の

集会活動のあり方を定め、かつ4支部以外の地域へも対応す

る必要があります。

(3) 三つ目に本部の組織・運営でございますが、本部は、春

季・秋季大会の開催と会員名簿・京機会ニュースの発行に加え、

支部への支援活動を強化する必要があります。そのためにも

疇 ・体制を強化する必要が

あります。本年の総会での会

則改正と役員増強はその一環

ですが、さらに、評識員のご

協力が必要であります。評謡

員は会則で卒業年度別幹事と

位置づけられておりますので、

卒業年度別同窓会との連携を

密に致しまして、会員名簿の

会長 永井牌

精度向上や会翡納入率の向上、 地域活動活性化へのご協力を

お願いしたいと考えております。

また、以上の他に京機会ニュース、会員名簿、大会等諸会

合などルーティン活動の充実・コスト削減、会費納入・会計事

務を始め諸事務の省力化と、そのための内規やデータベース

の整備を図る必要があります。

(4) 最後に新しい活動の企画・導入であります。その一つと

して、IT時代に相応しい京機会情報ネットワークの構築が

考えられます。それは第二世紀記念事業で取り上げられてお

りますので、その構築を推進する必要があります。

今年度は、これらの問題に取り組んでいきたいと考えてお

り、本紙にはその一部の記事が紹介されております。京機会

活動の理念は、本会の会則にあります 「機械系工学に関する

研究の発展を図り、更に会員相互の親睦を図る」という目的

を達成することであります。言い換えますと、会員の心の触

れ合える親睦の場を提供することでありますし、また、会員

にとって役に立つ情報交換の場を提供し、更に人的ネットワ

ークの拡大を支援する事であろうと認識しております。

幸いにも、主要4支部の設立に加え、本部の運営体制も整

いましたので、微力ながら役員ともども、京機会の更なる発

展に尽力したいと存じます。皆様方の絶大なご支援・ご協力を

お願い申し上げます。

員.......................................肩山●................... ● .............. 山●●●......... ●●●●● ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ●●●●● ......... ●●● .................................... . 

関西支部産学交流会の風屈
（講師 矢部先生）

学生と先鉗の交流会の風娯
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平成13年度京機会評議員会・春季大会・総会の報告

1. 評議員会

平成 13年 4月 14日に評識員会が 19名の出席で開催され

た。昨年度の活動報告がなされ、会費納入率の向上策が討謡

されたっまた、評謡員として各学年のクラス会を運営されて

いるメンバーに就任していただくことによって評謡員会が充

実し、京機会の発展につながるとの提案がなされた。今年は、

各学年、各支部ごとの評謙員を充実していくことになった。

2. 学生と先輩の交流会

昨年に引き続き、社会で活躍する機械系工学の先甜から在

学生がさまざまな情報を得る機会として標記の会を企画 ・開

催しました 59社（含む国家公務員）から卒業生に来ていただ

ぎ在学生も2年生から修士の学生まで300名以上が参加し、

熱気に溢れた意欲的な交流会でした。

3. 講演会

(1)「私の流体工学研究」;j森ミ悟氏 (S49年卒）

演者の研究歴を紹介しながら、演者が環境中での乱流輸送

現象に関する研究に取り組むに至った経緯について述べると

ともに、最近の地球温暖化問題において重要となる大気 • 海

洋間での二酸化炭素および熱の交換機構に関する流体工学的

研究の一例を紹介した。 その内容は、大気 • 海洋間の物質お

よび熱の交換抵評価の不確定性を示唆するとともに、この方

面の最近の研究は温暖化予測に関する数値計算手法の確立の

みに主眼を置いているが、物質および熟の交換機構を正確に

表現することのできる信頼性の高い物理的モデルを流体工学

的な立場から構築することが重要であることを指摘するもの

であった。さらに、このような流体工学的研究を発展させる

ためには、 プライドだけが高く数値計勾や理論にのみ興味を

示すような学生ではなくハードな実験に手を汚しながら自分

の目で現象を捉えることができるガッツと積極性をもつ学生

を研究室で育てることが欠かせないとして講演を締め括っt-=a
(2) 「改正された技術士資格と工業教育」

佐藤国仁氏 (S48修卒）

昨年、技術士法が改正され、技術士＝プロフェッショナル

エンジニア (PE)として、その資格の位置づけが明確化した

これと平行して、技術士制度と日本技術者教育認定機構

(JABEE: Japan Accreditation Board for Engineering 

Education)を絡めたエンジニアリング教育体系が指向されて

いる。このような技術者資格の現状、ならびに将来展望につ

いて、技術士資格の国際的な整合化の動き、技術士認定に関

する大学・学協会との連携強化、技術者倫理を含む職業規範、

技術士としての継続教育等多角的な面からの解説がなされt-=a
4. 平成13年度総会

講演会に引き続き、同会場で平成13年度京機会総会が開催

され、右記の件を報告、承認された。なお、総会参力賭fは199

人＋学生45人であった。

(1)平成12年度会計報告の件

塩路幹事 (S50卒）から会計報告、植木監事 (H元卒）から

の監査報告があり承認された。なお、平成12年度収支決算書

は別紙に掲載3

(2)役員改選の件

平成13年度の役員として、

【会長】 永井将 (S31卒）

【副会長】 関西支部 福森康文 (S32卒）

関東支部 小澤三敏 (S33卒）

中部支部 松本和男 (S41卒）

中国・四国支部 川口東白 (S34卒）

大学 大谷隆一 (S37卒）

を選出しt;:,,なお、監事 ・常任幹事 ・大学側幹事 ・評謡員は

5、6ページに掲載

(3)関東支部報告

(4) 中部支部設立の件

設立が承認された。設立総会の詳細は7ページに掲載3

(5)中国 ・四国支部設立の件

設立が承認された。設立総会の詳細は8ページに掲載3

(6)二世紀記念事業の件

駒井実行委員長 (S38卒）より記念誌発行等の第二世紀記

念事業がl輯開に行われていることが報告された。

5. 関西支部総会

関西支部総会が開催され、支部活動などの報告があった。

9、10ページに詳しく紹介する。

6. 史上最大の懇親会

今年の懇親会は200余名の参加で盛大なものでした。その

うち学生が43名、入社10年未満の若い卒業生が数十名で、

活気にあふれたものでした女弁完生2名による乾杯で、初

めから盛り上がりました。昨年までは、参加人数が 100名未

満で若い人が少なく憂盛されていましに これは、会場を吉

田の生協食堂にし、低会費、学生と先輩の（リクノレ— 卜）交

流会とのドッキングの成果であり、来年度もこの様式を継続

することになりました3

講演会の風娯
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平成13年度京機会役員名簿

【会長】永井将 (S31卒、日立造船（株）顧問）

【副会長】

関西支部 福森康文 (S32卒、大阪ガス（株）社友）

関東支部 小澤三敏 (S33卒、住友重機械工業（株）会長）

疇：疇正博 (843卒（株）日並即所）

中部：伊勢清貴 (S53卒、トヨタ自動車（株））

中国•四国：浜野消士

中部支部 松本和男(S41卒、（株）デンソー常務取締役）

(840 卒、中国ヅェイア—Ml次（株）代表取締役社長）
大学側幹事

中国•四国支部川口東白 (S34卒、宇部興産（株）顧問）
大学 大谷隆一 (S37卒、機械拗理工学専攻教授）

【監事】

矢部寛 (S35卒、大阪電気通信大学工学部

知能機械工学科教授）

森川龍一 (S25卒、森川テクノ・マネジ代表）

鰤努 {H赤礼 コ→総絵膳器所代剥

【代表幹事】

藤本 孝 (S39卒、機械物理工学専攻教授）

【常任幹事】

会長指名幹事

坂戸瑞根 (S32卒、神鋼テクノ（株）顧問役）

支部代表幹事

関西：坂口保彦 (S54卒、西日本旅客鉄道（株））

支部（関西除）担当：

松久 寛 (845卒、精密工学専攻教授）

関西支部担当：

牧野俊郎 (847卒、機械物理工学専攻教授）

名簿担当：

鰤博光 (844卒情報学研究科システ総浮専攻欝受）

広報（ニュース）担当：

北村隆行 (S52卒、機械物理工学専攻教授）

広報 (HP)担当：

小寺秀俊 (S55卒、機械工学専攻教授）

会計担当：

塩路昌宏 (S50 卒、ヰ肘‘‘—科学研究科

均1,f''—変換科学専攻教授）

平成13年度京機会評議員名簿

H13.9現在

卒年
代表評議員 支部評議員

［（ ）以外は関西］ 関西 関東 中部 中国•四国（その他）
S20 谷口浩

S21 大矢根守哉 鬼 頭 勇 坪井正

S22 岸本雅夫 岸本雅夫

S23 尾谷博敏 尾谷博敏 京谷好泰 遠藤浩司

S24 （調整中）

S25 森川龍一 森川龍一 真部広隆 渡辺忠淳

S26 吉川和彊 岡田守夫 カ嘩孝之

S27 鈴木正直 山本巌 4蟷美彊 濱島辰雄

S28旧 乾 宰人 乾宰人 高橋尚郎 寺谷忠郎

S28 西田弘 西田弘 西岡良三 細 安 正

S29 久光脩文 久光脩文 江崎融悧亜

S30 亀山邦夫 赤松秀一 石田周二 大友満 撰 親

S31 橋本昌 東良学 戸田凱夫 山本新市 和中宏樹

S32 坂戸瑞根 河本恭爾 和 達 也 赤松利章

S33 野田忠吉 蛭川昌 梅本毅 岸本秀弘 藤田宏

S34 木谷彰宏 大泉治朗 三浦登志男 大鹿澄男 川口東白

S35 松木健次 矢部寛 太田脩二 初井英夫 譴哲朗（加N)

S36 四方光夫 四方光夫 宮下直也，山本明 井上應太 佐藤義政

S37 伊藤俊太郎 吉岡酸 小野孝之 毛戸節男 琵琶忠志

三木好信 浅田昭 大岩忠明 上出拓郎

S38 中川哲（中部） 安江彰治 善本毅 野呂周平 高橋正

S39 垣野義昭 澤田邦昭，岸田尚 藤田茂文

S40 島 進 濱野清士 柳井誠，北川正樹 荒川義光 鷲尾誠一

S41 久保愛三 古池治孝 豊田洋民，中垣邦弘 松本和男 石原信勝
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S42 藤川卓爾（関東） 堀 家 弘 平尾隆，西野征規男 加藤由人 下津正輝

伊藤和彦 有光秀雄（海外）

S43 小畠達雄（中国） 山 中 猛 ， 林 完 爾 熊沢正博，芳村泰嗣 滝本正民 宇野義幸

平田誠計，大西良弘 江藤孝治

藤 田 卓 ー

S44 並木宏徳 神田剛 二井内親兵衛 野口満之 石川杢行

S45 田保栄三 各務嘉郎 坂口喜好 田附尚 薦田哲男

S46 三津田恒夫 千田衛，後藤久夫 松宮徹 鈴 木 昌 彦 山本博孝

S47 秋山雅義 小澤豊，布施守雄 広瀬勇次 太 田 誠 一 新川登茂宣

S48 佐々 木美樹（関東） 成宮明，安盛善 増本雄治 野口好一 檀浦貞行

吉里勉

S4・9 閑納真一（関東） 日下部博昭，市場良行 吉田史郎 山崎雅之

S50 山西健一郎 盛林茂夫，石川聡 長田守弘 下村豊 溝淵俊寛

S51 杉江俊治 中筋和行，深野明 岩波正 棚橋晴彦 '」松富夫

本城正朗

S52 星出敏彦 尾上正剛，小畠敬良 藤山一成 佐々木一衛 生田耕治

S53 石山拓二 北川聡一，竹之内壮太郎 川口靖夫 木村忠司 小田祐司

S54 坂口保彦 尾 崎 永 一 大崎安史 伴鋼造 冨田栄二

藤 井 慎 吾

S55 小寺秀俊 奥 田 寛 ， 姫 田 篤 松浦清 細 岬 宮地豊（東北）

S56 椙木哲夫 岡田俊治，竹内芳裕 羽田英夫

S57 上井圭一郎 三宅俊也

S58 永瀬豊 池内清晃，西村高明 疋 田 理 山下和彦 林知得

S59 横小路泰義 長岡壮壽，浜本成久 田中正樹 平弘二

有川泰史 押 川 祐 士

S60 新井聡 洲崎章弘，鈴木洋 村上弘記

S61 蓮尾昌裕 栗村隆之，二股一郎 粉 川 良 平 大塚康司 疇疇

S62 川上浩司 篠原健治郎 小川兼一郎 小関智史 田端伸章

S63 玉川雅章 カ噴邦彦 枝村学 近藤好正 村 田 健 史

久保木孝（九州）

H 元 石谷善博（関東） 柴田豊，望月正人 鳴海一雅，栗栖正充 平田直人

H 2 水山元 畑善裕，三輪雅彦 内山雅史

H 3 若林英信 高嶺研一，能勢幸嗣 佐藤利勝

H 4 岩前敦 福谷和久 林秀樹 久保崇 佐分利誠司（九州）

西 田 大 堀内匡

H 5 岩井裕 雪 本 徹

厳門泰樹

H 6 田中和人 安威俊重 阿部健一郎

H 7 小森雅晴 梅野宜崇 井尾賢司，古賀響 泉祐志 大西徹史

佐々木伸也

H 8 泉井一浩 塩瀬隆之 笹田義幸

平澤拓

H 9 佐野智一 平山朋子 杉 原 了 一

HlO 鵜飼宗紀 山内崇史 古株慎一（海外）

Hll 佐藤紘一

事務局といたしましては、上記評議員を中心に全会員のご協力をいただきながら各卒業年度同窓会との連携を密にし

ていきたいと考えております。
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第二世紀事業「リカレント教育」の報告とお知らせ

第 2回リカレント教育講座の報告

日時 ：平成13年 5月26日（土） 13:00~16:oo 

場所 ：産業技術記念館 (JR名古屋駅近く）

l. 「モノづくりの現場での人間知と IT

熟練技能の伝承とナレッジマネジメント」

13:00~16:oo 

京都大学大学浣工学研究科精密工学専攻

助教授椛木哲夫 (S56卒）

参加者32名

2-I. 熱流体計測の基礎 I 13:00~14:30 

「どのような物理に基づいてどのような鈷を測るか」

京都大学大学浣工学研究科機械工学専攻

教授吉田英生 (S53卒）

2-11. 熱流体計測の基礎II 14: 30~16: 00 

「基礎的な物理量をどのように正確に測るか」

京都大学大学浣工学研究科機械工学専攻

助教授中部主敬 (S56卒）

参加者 14名 (Iと11のシリーズ講演を併せて）

~i-T 

渾

.,.,,. 
第2回リカレント教育諧座の風景

第 3回リカレント教育講座開催のお知らせ

日時 ：平成13年 11月9日（金） 13:00~1s:oo 

場所 ：キャンパスプラザ京都 e'i(都駅前）

・「振動工学の最近の動向とトヒ゜ックス」

京都大学大学浣工学研究科精密工学専攻

教授松久党 (S45卒）

第4回リカレント教育講座開催のお知らせ

関東支部総会に合わせて下記のとおり開催いたします。

日時 ：平成14年 1月26日（土） 13:30~15:50 

場所 ：三菱重工横浜ビル（ランドマークタワーの隣）

L設計 ：松原厚 (S60卒・精密工学専攻助教授）

「機械設計者のための制御理論とその応用J

2. 材料 ：北條正樹 (S54卒 ・メゾ材料研究セソクー助教授）

「複合材料の特性と構造材料への応用例の紹介

ーカ学特性を中心として一」

3. 熱流体 ：吉田英生 (S53東工大卒、機械工学専攻教授）

「せん断乱流の数値予測一乱流行ゞルの考え方ー」

◎各講座の参加申込み • お問い合わせは京機会事務局迄3

中部支部設立総会懇親会の風娯

中部支部設立総会の報告

去る 5月 26日（土）、京機会中部支部の発足総会及び懇親 演など約 1時間にわたり続きました。

会がJR名古屋駅近くの産業技術記念館にて約100名の会員 引き続き懇親会が開催され、先輩、後輩、同期の全ての交

が参加するなか盛大に開催されました。 流が和気合いあいと 2時間にわたり続きました。親睦会の中

当日は午後 1時から京大機械系の先生方によるリカレント ほどでは「京大機械系の過去、現在の写真」がスクリーンに写り出

教育が実施され約50名の会員が受謡』また産業技術記念館の され、皆懐かしい思いで見入っていました。

見学も行われましt:.o 最後に琵琶湖周航の歌を合囁皆学生時代にもどり肩を組

夕方5時より総会を開催。支部規約、支部役員が満場一致 んで声高らかに熱唱し宴を終えました＞

で承認された後、松本支部長より中部支部をしつかり盛り上 尚、次回からはカジュアルスタイルで参加できる総会、懇

げていきたい旨のあいさつがありましに 親会にし、よりたくさんの会員の皆様にご参加頂くよう進め

その後、永井京機会会長のご祝辞や井手先生による記念講 ていきます。
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中国・四国支部設立総会の報告

平成13年6月 16日（土） 広島市のホテルグランビア広

島において、 64名の会員の参加のもと、京機会中国 ・四国支

部設立総会が開催された。

総会

総会の初めに、渋野沌士氏（中国ゾェイ7ー,~バス（株）、 S40卒）

から、設立の趣旨および経緯の説明が行われ、規約 ・細則の

説明と承認、ならびに、役員の紹介と承認がなされた。初代

役員として、支部長 ：川口東白氏、副支部長 ：琵琶忠志氏、

阿部武冶氏、石川浩氏、松久寛氏他が選任された。

次に、支部長 ：川口東白氏（宇部興産（株）、 S34卒）から

の挨拶があり、「種々の事業活動・研究活動における人脈作り

として、京大の機械系を出たということだけですぐに親密に

なれ、後々の活動で互いにメリットのある交流が保てたとい

う経験を数多くしてきた）このことが自分の企業人としての

活動にどれほど有用であったかは計り知れない。自分の人生

をより充実したものとしていくという意味においても、この

人的ネットワークを大切にして頂きたいし、支部としても精

一杯盛り上げていきたい。」 との訓辞がなされた。

さらに、京機会会長 ：永井将氏（日立造船（株）顧問、 S31

卒）より祝辞として、「関西 • 関東 ・ 中部支部とともに、中国

四国支部が設立されたことは非常に喜ばしく、また、この大

切な時期に会長を任されていることを光栄に思う。今後、本

部および4支部で連携を取りながら、京機会が今まで以上に

盛り上がるように努力していきたい。」と述べられた。

続いて、関西 • 関東 ・ 中部支部を代表して、福森康文氏（大

阪ガス（株）社友、 S32卒）、藤川卓爾氏（三菱重工業（株）、

S42卒）、伊勢清貴氏（トヨタ自動車（株）、 S53卒）より祝辞

が披露され、「今後各支部の活動を活発に行っていくととも

に互いに協力しながら京機会全体が発展していけるよう御協

力をお願いしたい。」 という旨の要請があった。

引き続き、松久寛氏（京都大学、S45卒）より「京大機械

系教室およぴ京機会の報告」がなされた。工学部における組

織変更の一環として、機械 ・精密 ・物理の3学科＋原子核＋

航空をまとめて物理系学科として一括入試を行うようになり

教接課程終了後に専攻を決めること、教官は大学浣工学研究

科の所属となったことが説明された。また、学科の校舎とし

て8階建てビルが建造されたのに伴って、京機会事務局のフ

ロアが新たに設けられたことが写真を交えて紹介されt:.o
次に、駒井謙治郎氏偉：都大学、S38卒）より「第二世紀

記念事業報告」がなされた。新旧数々の写真を用いて機械系

学科の歴史をひも解き、懐旧の情を誘うとともに同学科が進

んで行くべき方向の指南があり、特に昨今の講義風景に関連

して、 「今後学生たちを引き付け、研究の動機付けとなるよう

な講義をいかに行っていくかが最大の課題である。」と述べら

れた。

総会の最後に、 3者の記念講演が行われた。阿部武治氏（岡

山大学、 S37卒）による「岡山大学地域共同研究センターの

現況」、鷲尾誠一氏（岡山大学、 S40卒）による「岡山大学工

学部の教育改革」では岡山大学における組織構成および昨今

の教育組織改革の状況が紹介された。自動車や化学などの地

場産業の発展のため、産 ・学連携で活発な活動を続けている

こと、また、最近では技術の特許化に注力し、客員教授に弁

理士を招くなど従来にない幅広い取り組みがなされているこ

とが説明された。さらには、 小畠達雄氏（日本鋼管（株）、 S43

卒）による「製鉄業界の現伏」では、国際的な枠組みでの製

鉄メーカーの再編の様子がデータを用いて説明された。日本

の1/5という安価な労務費を原動力に発展している韓国 ・中

国の製鉄メーカーに対抗するために、国内では大手の合併が

進められているが、研究開発部門への人材および研究費の投

資は削減することなく、むしろ、これを効率的に運用するこ

とを機軸に生き残りを図る考えが紹介された3
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懇親会

阿部武治氏（岡山大学、 S37卒）の開会挨拶に引き続き、

河田耕一氏（高知工科大学、 S37卒） の発声のもと乾杯が行

われた。

続いて、 出席者全員での「琵琶湖周航の歌」合唱は、各人

肩を組み合って声高らかに会場に幽き渡るほどの熱唱であっ

た。

さらに、京機会会長 ：永井将氏、支部長：川口東白氏の挨

拶の後、懇親会の締めくくりに、次期幹事会社を代表して薦

田哲男氏（三井造船（株）、 S45卒）より閉会の挨拶があり、

「今回の総会により中国四国支部の活動の基盤ができたので、

今後一屑発展していけるよう邁進していきたい。」 という決意

表明の中で集いの幕を閉じt;:.,

中国・四国支部設立総会懇親会の風娯



関西支部の報告とお知らせ

平成13年4月 14日の本部総会にひき続き支部総会を、ま

た7月 14日にぱ役員会を開催し、平成12年度の活動報告、

会計報告、役員改選及ぴ平成13年度の活動計画を審議、決定

いたしました紙面の都合上、平成 13年度活動計画の概要、

役員、予算概要についてご報告いたします。

平成13年度活動計画

◎活動方針

支部設立初年度に発足した「異業種交流会」、「産学交流会」、

「新年会」の活動を活性化するとともに、幅広く活動を行う。

個別活動計画

■異業種交流会の開催

年4回程度の開催を企画する。 6月にJR西日本、 9月に

住友金属工業（株）、 12月に三菱電機（株）、 2月に（株）

コマツで開催を予定

■産学交流会の開催

「設計・製造・材料・機素・振動懇話会 (3交会）」と「熱

流体工学懇話会」の 2つの懇話会を年 3回程度開催する。

開催場所は 12年度までの京都大学のみならず、大阪地区

での開催も企画する。

■新年会の開催

新年会を平成 14年 1月 18日（金） 1s:30から「ホテル

グランビア大阪名庭の間」において開催する。別途ご案内

の通知ぱ住復葉書で発送する予定にしております。当番会

社は松下電器産業（株）。

■その他

有志懇親会として開催されている京機九日会、京機・京

都の会などについて関西支部の活動として支援、参加する

こととする。また、平成 13年 2月に設立された関東支部

との交流を目的として、関東支部会員の講演会などを企画

する。

関西支部「異業種交流会」・「産学交流会」の参加会員（第2

期登録会員）の募集

関西支部は、平成 11年度後半から「情報・知識に関する交

流と、人的ネットワークの拡大を図る」ため、「異業種交流会」

「産学交流会」を支部活動の大きな柱の一つとして実施して

参りましt¼1 年半の実績は、異業種交流会 6 回、産学交流

会5回を開催（合計延べ参力時辞勺500名）し、目標の成果を

上げてきております。

人的交流を重要な目的の一つとしておりますので、一定期

間継続的に参加していただく「登録会員」制度で引き続き運

営していきたいと考えております（第2期登録会員はH13年

度下期から 2年）。勿論テーマ毎に参加される随時参加も歓迎

しま七京機会ニュースNo.5 ......... gに掲載されている交流会の

躊をご参照頂いて当交流会の趣旨ならびに運営方法の考え

方に格別のご理解を頂き、奮つてご参加いただきますようお

願い申し上げます。なお、第 1期登録会員につきましては基

-9 -

本的に自動継続をお願いすることとし、幹事会社、協力会社

から推藤を受けるほか、院・学生会員、関西支部以外の京機

会会員の方々の参加も歓迎します。

異業種交流会

• 主要会員企業の関西地区の事業所（持ち回り）において平

日午後開催する。

・事業所（工場、研究設備等）の見学、技術開発事例の発表、

製品の紹介ならびに討論を通じて技術動向、事業活動等の動

向を知ると共に交流を図る。

• さらに交流を深めるため懇親会を開催する。

・参力耳fは予め登録した会員（開催案内を E-mail等で通知

する）と、随時参加ぽ機会ホームページに開催案内を掲載3

京機会ニュースにも可能な限り掲載）とする。

・会費は無料とする。ただし、交通費、懇親会費 (3,000円）

はご負担いただく。

• 平成 13年度は4回の開催を予定しています。 7月にJR

西日本、 9月に住友金属工業（株）で開催いたしました次

回は 12月に三菱電機（株）、 2月に（株）コマツで開催を予

定しております。

産学交流会

・大学の有志の先生方を囲み、先生方からの先端工学・技術、

トピックス等の紹介や基礎講義、企業側から技術開発、技術

動向等に関して事例発表をする懇話会として開催する。

・H13年度は「熱流体」「設計・製造・材料・機械要素・振

動 (3交会）」の 2分野に分けて開催する。

・会合は主に土曜日（午後）大学で、 2-3件の講演（話題

提供）と討論を行う。

・さらに交流を深めるため2分野合同の懇親会を開催する。

・参力時引ま予め登録した会員（開催案内を E-mail等で通知

する）と、随時参加ぽ機会ホームページに開催案内を掲載）

京機会ニュースにも可能な限り掲載）とする。

・会費は無料。但し、交通費、合同懇親会費 (1,000円程度）

はご負担いただく。

•平成 13 年度は 3 回程度の開催を予定しています。 7 月 14

日（土）に京都大学機械系教室で開催し、次回は 10月 13日

（士）午後京都大学機械系教室において開催する予定です。

平成13年度関西支部役員

支部長 福森康文氏 (S32卒、大阪ガス社友）

副支部長坂戸瑞根氏 (S32卒、神銅テクノ顧問役）

野田忠吉氏 (S33卒、住友精密工業特別顧問）

濱野清士氏 (S40卒、中国ヅェイアーJvバス社長）

浦田嘉人氏 (S43卒、松下電器産業）

牧野俊郎氏 (S47卒、機械物理工学専攻教授

監事 西田 弘氏 (S28卒、西田ヰ・イー研究所社長）

事務局長坂口保彦氏 (S54卒、西日本旅客鉄道）

事務次長本地真一郎 (S45卒、松下電器産業）



H13年度関西支部予算

収入

項目

本部からの交付金

前年度からの繰越金

新年会参加費

新年会案内広告掲載料

計

関西支部産学交流会報告

熱流体懇話会

会場：京都大学工学研究科物理系校舎

第5回：参力哨い8名

654,000 

1,173,761 

1,130,000 

50,000 

3,007,761 

日時：平成 13年4月 14日（土） 10:30 .......... 14:30 

（円）

支出

項目 予算額 予算内訳

異業種交流会運営費 140,000 

（湯茶費） 80,000 

澤費） 60,000 

産学交流会運営費 121,000 

（運営給付金） 120,000 

（運営雑費） 1,000 

総会運営会鏃役員会費 120,000 

新年会費 1,350,000 

その他経費 106,761 

予備費 1,170,000 

計 3,007,761 

関西支部産学交流会開催のお知らせ

第7回熱流体懇話会

日時：平成 13年10月 13日（土） 13:30 ......... 16:30 

会場：京都大学工学研究科物理系校舎

1)石山拓二氏 (S53卒、京都大学エネルギー科学研究科）

「燃料噴霧・噴流の着火と燃焼」

1) 13:30 ......... 14:30康倫明氏 (S48卒、ダイキン工業（株））

「クライオエレクトロニクスの冷却とパルス管冷凍機」

2) 14:45 ......... 16:30川口靖夫氏 (S53卒、産業技術総合研究

所）
2)稲田満氏 (S52卒、三菱重工業（株）高砂研究所）

「ガスタービンにおける燃焼と伝熱」

第6回：参力賭t19名
日時：平成 13年7月 14日（土） 13:30 ......... 1s:30 

1)多久島朗氏 (S53卒、卒シャープ（株））

「エアサイクル乾燥システムの凝縮性能」

2)牧野俊郎氏 (S47卒、京都大学機械物理工学専攻）

「水飲み鳥とヒートパイプー熱力学の可視化ー」

設計・製造・材科・機素・振動懇話会偉：機3交会）

会場：京都大学工学研究科物理系校舎

第6回：参力時t43名

日時：平成 13年4月 14日（士）

1)矢部寛氏 (S35卒、大阪電気通信大学）

「漫談気体潤滑技術の源流から現在まで」

2)幡中宣夫氏 (H4卒、大阪ガス（株））

「LNG船の建造について」

第7回：参力時訟3名

日時：平成 13年7月 14日（土）

1)小畠敬良氏 (S52卒、（株）クボタ）

「予見翻卸法によるコンベア追従制御の実現」

2)中井幹夫氏 (S37卒、京都大学精密工学専攻）

「カオスの話」

次回開催日は右記のとおり。

譴絵への参加申込み•お問い合わせは京機会事務局迄

-10 -

「独立行政法人、産業技術総合研究所の紹介」

第 8 回設計•製造・材科・機素・振動懇話会 ()it機 3 交会）
ビールでも飲みながら、以下の講演を肴に情報交換をい

たしましょう。

日時：平成 13年 10月 13日（土） 13:30 ......... 16:30 

会場：京都大学工学研究科物理系校舎

1)原宣宏氏 (S58卒、生産技術研究所加工技術研究室）

「HDD用ディスクの加工」

2)武田宗久氏 (S54卒、三菱電機株式会社

先端技術総合研究所グループマネージャー）

「マイクロマシン研究の現伏と動向」

講演会終了後は、熱流体懇話会と設計・製造・材料・機素・

振動懇話会 (Jj{機3交会）の合同懇親会を開催いたします。

関西支部総会・新年会のお知らせ

日時：平成14年 1月 18日（金） 18: 30より

場所：ホテルグランビア大阪名庭の間

関西支部会員には別途ご案内通知を発送いたします。ま

た、詳細は後日、京機会HPに掲載いたします。

関西支部以外の方のご参加も歓迎いたします。支部会員

以外で参加希望される方は京機会事務局迄ご連絡下さい。

事務局より詳細をご連絡させていただきます。



関東支部総会 ・新年会のお知らせ

日時 ：平成14年 1月26日 （土） 16 : 00~20 : 00 

場所 ：三菱重工横浜ビル（ランドマークタワーの隣）

総会では挨拶、報告に続いて、下記の二つの講演を予定し

ております。

l. 「36年間の大学生活における節々」大谷隆一先生

(S37卒京都大学機械物理工学専攻教授、Hl4年春定年退官）

2. 「私の技術屋廃業の弁」 小澤三敏支部長

(S33卒、仕友重機械工業（株）会長）

新年会会費 ：10,000円（平成4年以降卒業者は8,000円）

同時開催 ：リカレント教育講演会 (7ページ参照）

関東支部会員には後日、案内を差し上げます。また、詳細

は後日、京機会HPに掲載いたします。

関東支部以外の方のご参加も歓迎いたします。支部会員以

外で参加希望される方は京機会事務局迄こ連絡下さい。事務

局より詳細をご連絡させていただきます。

支部・地区京機会の設立を！（九州、北陸、信越、東北、北海道地方の会員の皆さんへ）

関西支部、関東支部に続いて、 5/26に中部支部、 6/16に

中国・四国支部の設立総会が盛大に開催されました。しかし、

九州、北陸、信越、東北、北海道などは現在のところ、それ

らに含まれていません。これら地区は会員数が少なく（九州で

も約 150名、会費納入者約50名）支部の構成には問題があり

ます。そこで、ご希望の方は近隣の支部の会員とすることも

できますし、また、長野など交通事情から考えると県ごと、

関東支部に入れてもいいという考えもあります。さらに、道・

県または市単位で懇親会的な地区京機会を持つことも可能で

す。例えば「福岡京機会」または 「京機・福岡の会」を作り、

疇に密着した麟な人的ネットワークを形成することなど

です。もちろん、九州支部設立のご希望があれば協講させて

頂きます。

本部としては参加会員のうち会費納入者1名当り年750円

（自主的に運営される場合）の交付金を支給すると共に、地区

会員名薄の作成など地区京機会の設立に協力いたしますので

応募してください。また、近隣の支部に参加を希望される方

はご連絡願います。その他ご意見を事務局までお寄せ下さい。

教官の異動

退官

矢部 寛教授 ：本年3月31日停年退官

宇津呂雄彦教授 ：本年3月31日停年退官

手島清美講師 ：本年3月31日停年退官

岡阪 令助手：本年3月31日停年退官

異動

本田 善久講師 ：本年4月1日近畿大学助教授に就任

井原之敏助手：本年4月1日大阪工業大学助教授に就任

加藤博之助手：本年5月1日北海道大学助教授に就任

就任

井手亜里教授：昭和52年京都大学

工学部電子工学専攻卒業、昭和54

年修士課程、 58年博士課程を修了。

その後、プラズマ応用、粒子ビーム

の医学利用等の研究に従事。

平成3年京都大学工学研究科精密工

学助教授。粒子ビームを用いた加工

分析の研究に従事。脳機能研究にイオ

ンビームや放射光を用いた細胞レベルでの超微最元素の測定、

イメージング、定砧化研究を行っている。平成13年4月から、

京都大学国際融合創造センター創立に伴って、同センター創

造部門 ・バイオ電子システム分野に異動したと同時に、工学

研究科 ・バイオマイクロシステム工学（協力講座）にて、従

来とおり精密工学専攻の学生の教育 ・研究指導に従事。

趣味はマラソン、チェス、囲碁。

茨木創一助手：平成6年京都大学

精密工学科卒業、同8年京大大学浣

修士課程精密工学専攻修了、同年米

国カリフォルニア大学バークレイ校

大学浣機械工学科に入学。同 12年

12月Ph.D.を取得し、同 13年4月 1

日、本学助手。

大学浣工学研究科精密工学専攻精密計測加工論講座に所属し、

主に工作機械の送り駆動系のモーション・コントロール問題、

機械加工のプロセス制御、工作機械の精度検定と補正法、数

値最適化手法の制御問題への応用などを専門に研究している。
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会員のページ

l. 京機 ・京都の会の報告保戸都ホテル菊の間）

0第 11回例会

日時 ：平成 13年 7月 7日 （土） 12:00~14:30 

参加者 ：奥島啓弐先生 (Sl2卒）他 19名

話題 ：1. 3分間スピーチ（初めての出席者）

2. 話題提供 (40分）と全員懇談 (40分）

話題提供者西岡邦夫氏 (S23卒）

「ろくろと車 （洋食器の世界と新幹線の車軸）」

0第 12回例会

日時 ：平成 13年 9月 1日 （土） 12:00~14:30 

参加者 ：諏訪兵治氏 (Sl6卒）他 14名

話題 ：l. 3分間スピーチ（初めての出席者）

2. 話題提供 (40分）と全員懇談 (40分）

話題提供者杉原彦ー先生 (Sl8卒）「古本屋めぐり」

2. 京機九日会報告ぼ~ : 中央電気倶楽部）とお知らせ

OH13年2月例会

日時：平成13年 2月 9日 （金） 11 :00~14:00 

出席者 ：22名

話題提供の題目 ：マラソンとイタリア語

提 ：橋本昌氏 (S31卒）

OH13年4月例会

出席者 SlO年卒の伊藤龍太郎氏を筆頭に 17名出席

話題提供講演者 S32卒川田和良氏（元日本航空）

テーマ 「空港造りへの反省」

内容 関西空港II期工事本格化の時期であるので、成田空港

から関西空港の建設の中心的な役割を担われた川田さんに関

東在住にも関わらず講演をお願いした。関西空港にはハプ空

港としての機能が期待されており、また神戸空港が着工され、

琵琶湖空港も建設が計画されているが、諸外国の実例も挙げ

ながらこれらに対する専門家としての忌憚のない見解が披

蕗された。

また、静岡上空の航空機ニアミス事故の直後であったので

1961年以降の日本航空機の各種事故の数例について内容と

事故に至る経過，原因の説明があった。

時宜を得た題材だけに講演後出席者から活発な質疑があり、

意見交換がなされて、遠方からの講演をお願いした甲斐のあ

る例会であった。 坂戸瑞根 (S32卒）

OH13月6月例会報告

恒例の京機九日会が、 6月9日11:oo~woo 大阪の中央

電気倶楽部で開催された。前々回からの流れで、今回は昭和

33年卒が幹事を務め、次回 (8月 9日）幹事予定の昭和 34

年卒の方々が大挙12名出席され合計32名と大盛会であった。

S33卒の池上名脊教授から「自動車と環境保全」と題して

お講話を戴いた。内容は自動車環境対策の動向、環境保全の

考え方とあり方、代替燃料の話、地球温暖化抑制への施策等

であったが、時宜を得た有益なお話で、活発な質疑が続いた。

大学からは垣野先生のご出席を戴き、最近の大学における大

きな課題、 トヒ ッ゚クス、今後の有り方について踏み込んだお

話をして頂き、これまた大変有意義であった）

野 田 忠 吉 (S33卒）

0H13年8月例会

日時 ：平成 13年8月9日 (:k) 11 :00~14: 10 

出席者 ：24名

話題提供講演者 ：柴田俊忍名脊教授 (S34卒）

テーマ ：「鉄道関係事故 ・災害 ・ニュースから学ぶ」

内容 ：過去十余年にわたる鉄道関係事故報道を中心に、諸文

献 ・統計を交えて、鉄道事故を安全工学の視点から捉えての

お話で、近年喧伝される危機管理にも通じるものがあり非常

に典味深いものであった。大学からは井上教授の御出席を頂

き、｛駄学をも含めた外国人留学生受け入れ事情をも交えて、

最近の学内事情についてお話をいただいた。

木谷彰宏 (S34卒）

01-113年 10月例会

10月例会を下記の通り実施の予定です。

日時 ：平成 13年 10月 9日 (:k) 11:00~14:oo 

場所 ：中央電気倶楽部

講演 ：三島宏夫氏 (S35卒）

幹事役 ：松木健次氏 (S35卒）

3. 五十年会(S25卒）2001年春期例会報告

幹事 ：畠正雄、森川龍一

I. 日時 ：平成 13年 5月8日 (:k) 11 : 00~ 14: 00 

II. 場所 ：『（社）中央電気倶楽部』 tk阪市北区堂島）

Ill. 出席者：小沢和雄、木本正丈、合田英之、清水光明、

下間頼ー、田中裕、谷晃、長尾剛一、野木圭三、畠正雄、

福井紀生、松浦清一、森川龍一、大和久士、山中正敏

以上 15名。

N. 会の進行：

1) 報告事項 ：先の秋期例会以来、幸い今日に至るまで同窓

諸兄は皆さん御無事であった等、簡単な報告。京機会本部の

ホームページの紹介。

2) 下間君の卓話 『カラコルム紀行』

我々が到底訪問出来ない広大な中央アジア僻地の迫跡踏

破大紀行。大品の費重なスライドによる卓話は大変な圧巻で、

拝聴した一同が自ら現地に赴いた様な興茜に包まれた。
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改めて下間君から「カラコルム紀行ルートマップ」を作成し

て貰ったので、下記の行程説明と併せて再度幻想の旅に入っ

て頂きたい。

概要：中国西北の新彊ウイグル自治区に横たわる世界第2のタクラマカン砂

深。 その西北皓のオアシス、カシュガルより出発し南西へ。 771~ のコング

ール峰やカラクリ湖を左手に、更に白雪の 754伽のムスタグアタ峰~qiぎ夕

．匹.,.., ・

I ， ．． 
---匹

≫ ● ． 
士ー

•» こ ↑ , "'I""' 

3) 食事と閑談 ：夫々の出席者の間で会話の花が咲いた。

4) 次期幹— 挨拶と記念写真撮影 ：

畠、刷lは今回をもって2年の幹事任期を終了。次期幹事は

野木、長尾両君に決定3

野木君から次期幹事として諸兄の協力を期待する挨拶が

あり、出席諸兄と協謡の結果、次回の秋期例会は本年 10月

29日（月）頃にするが、京機会本部総会のスケジュールを勘案

して決める事になっt;:.,最後に全員の記念写真を撮影し解散3

ぱ責 ：森川龍一）

4. 昭和24卒同窓会の報告

日時 ：平成13年6月9日 （土） 12:00~15:30 

会場 ：京都センチュリーホテル嵐亭

私共は大学で研究を続けた現名誉教授の岡村氏と元東洋

紡副社長の中原氏が中心となって2年に 1回会合をもってお

ります。一昨年もその前回も近江八景の一つ浮身堂の北隣り

の魚清楼で開催し、鴨料理と寒諸子に舌鼓を打って来ました）

時期が少し寒いため風邪で当日の欠席が出たりしたので、今

年は21世紀の初年、原点にもどって気候もよく、交通も便利

で日帰りでき皆が集まりやすい所を思いJR京都駅に近い、

京都センチュリーホテルで開催した次第です。出席者 15名、

東京から徳永君が参加してくれ嬉しいことです。

いまだ現役の人、職場をリタイヤーして地域社会に活躍す

る人、旅行や囲碁を楽しみにしている人、体調不良で療蓑中

とか、医者と相談中とか、お互いの健康管理談義から若き頃

の思い出話も出て尊い体験談に時の過ぎるのも忘れる程、

夫々によいア ドバイスと浩然の気を養いあって午後3時半閉

会した。

次会は倉敷地区で開催を決め、元気に再会を約して名残を

惜しみつつ解散しt;:., 坂口 記
一

笠田杉田岩本福田 斎藤中原 村田岡村 玉）j: 落合

小松 近藤 中村 徳永 坂口

5. 昭和36年卒同窓会報告

平成13年5月 19日 （土）、卒業以来40年ぶりに京都では

初めての同窓会を平安神宮の近くの京料理「六盛」で催し、

21名が出席して愉快なひとときを過ごしましt;:.,

従来、昭和 36年卒 ・東京地区同窓会を「銀友会」と名付

け11月第2釦雇日に集まっておりますが、全国についても「銀

友会」の名で毎年5月第3土曜日に集まろうということにな

りましt~
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6．昭和54年京大機械系卒同窓会(01. 7. 21)報告

参加者：25名 伊藤和則、 永並隆、 尾崎永一 、 小林昌彦、

坂口保彦、 鹿野裕、 武浩司、 武田宗久、 辻交堂、 冨田栄二、

中嶋勝己、 仲田摩智、 西橋良二、 浜下浩一、 東出法彦、

深川仁、 北條正樹、 真鍋雅信、 箕島弘二、 村田裕幸、

森口真介、 山下道雄、 横田泰直、 吉田篤正、 渡辺真悟
第1部幹事： 北條、 箕島、 第2部以降幹事：坂口

卒業後初めての開催であり、 各自多忙の中、 関東から中国

地方まで25名が灼熱の京都に集った。第一部は大きく様変わ

りしつつある現在の大学の状況の説明と新しくできあがった
物理系校舎の見学を行った。

第2部は会場を京都駅ビル内ホテルグランビアに移し、 懇

親会として開催した，盛会の様子は写真をご覧いただきたい。

20 年ぶりに会して最初は顔と名前が結びつかない部分もあ

ったが会が進むにつれて学生時代の懐かしい思い出が再現さ

れた。 各自のショ ー トスピーチでは、 変革期を迎える日本 に

おいて、 企業、 大学等において第一線で活躍する各位の活躍

と苦労が披露され、 日本社会の縮図といった感があった。

半数 以上がそのまま同じホテルグランビアのラウンジでの

2次 会に参加し19 時ころ散会した。今回参加されなかった諸

氏も、 次回には是非元気な顔を見せていただきたい。 なお、

写真中の妙齢の女性は受付等のお手伝いをいただいた幹事の

1名の北條の研究室修士2回生松岡さんです。 坂口君が調子

に乗って乾杯の発声や万歳三唱までお願いしてしまいました）

20年と長い間があいてしまいましたが、今 後は数年に1回
は開催させていただきたいと思っております。 また、 京機会

の各支部の大会に併せて、 京都以外でも開催は可能です。 ご

意見をお気軽にお寄せください。

連絡先：京機会事務局(Tel. 075-753-5183) 

e-mail:keikikai@mech.kyoto-u.ac. jp

「S54 年同窓会幹事宛」とメモ下さい。 とりあえず北條、 箕

島が対応させていただきます。 懇親会のスナップ写真は
http://mech-Server.mech.kyoto-u.ac. jp/lab/ochiai/S54do 

Sokai/picture.html 

7．第13回機河会報告

本年の機河会総会が8月25日（土）京大会館で行われた。

本年も河本先生ご夫妻がお元気な姿で参加された。参加人数

は先生ご夫婦とも全部で19名であったが、九州、 四国、 東海

など遠方からの参力賭fもあっt;:.,

冒頭に河本先生より中国や韓国に関する含蓄のある お話を

いただいた。 その後、参加者がそれぞれ3~4分近況報告した
り、 またお互いに歓談して楽しいひとときを過ごしt:.a中に

は終身雇用に飽きたらず、 資格を取って転進を図っている人

や、 海外で活躍している人など多くの興味ある 話があった。

最後に、 来年の再 会を期して散会した。

戸谷靖隆 (S42卒） 記

8 ． 京機23年会同窓会のお知らせ

下記の要領にて同窓会を開催いたします。 奮つてご出席の

程よろしくお願い致します。
日時：平成13年11月15日（木）12:00~

場所：京都センチュリ ー ホテル (JR京都駅東徒歩3分）

会費：約9000円
幹事：山田啓之助 、 高橋  徹

9．機械材料設計学研究室同窓会のお知らせ
日時：平成13年11月17日（土） 13:30~1s:oo 

l ． 講演 13:30~15:oo 

産業界より一件 ： 敷田 卓祐（トヨタ自動車）

大学側より一件 ： 箕島 弘二

於 京都大学工学部 物理系校舎214号室
2 ． 機械材料設計学研究室 実験室見学 15:00~15:30 
3 ． 晩径会

於料理旅館

16: 00~ 18 : 00 

【菊水】菊花新殿（南禅寺門前）

京都市左京区南禅寺福地町31 、TEL 075-771-4101 
会費 18,000円

X 075-753-5785 
A

連絡先：箕島弘二TEL 075-753-5254 F
E-mail: minoshima@mech.kyoto-u.ac. JP

遠藤研、駒井研OBで案内が届いていない方はご連絡 ください

10.伝熱工学研究室同窓会OB会（第4回サヴァヴァ会） の

お知らせ
日時：平成13年10月13日（土）11:30~20:oo

会場：御殿荘(TEL 075-771-4151) 

連絡先： 大塚弘雅 

研究室：TEL 075-753-5251·5218 、FAX 075-753-5251 

中部主敬 E-mail:nakabe@mech.kyoto-u.ac. jp 

岩井 裕 E-mail:iwai@mech.kyoto-u.ac. jp 
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